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１．研究課題 

（和文）発達障害と認知症との連続的理解 

（英文）The relationship between autistic spectrum disorders and dementia 

 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

いわゆる発達障害は、自閉症スペクトラム障害（ASD）、注意欠陥／多動性障害（ADHD）、

学習障害（LD）を含み、古くは児童期の障害として認識されていたが、近年になると成人期以

降にも問題が存在することが明らかとなってきた。一方で、これまで老年期以降の問題は発達

障害の視点で取り上げられることは稀で、そのほとんどが見過ごされていた。本研究では、特

に ASD に焦点を当て、老年期以降に認められる社会的行動障害の背景が認知症なのか、あるい

は発達障害に起因したものか検討することを目的とした。本研究は、文献研究と臨床研究によ

り、両者の関連を検討した。文献研究からは、これまでのところ発達障害と認知症の因果的な

関係性について言及された研究は確認されていないが、ADHD や LD がそれぞれレビー小体病

や原発性進行性失語症のリスクファクターになるという研究が報告されている。一方で、ASD

についてはその関連性については明らかではないが、逆に社会的行動障害を特徴とする認知症

（前頭側頭型認知症：FTD）と診断された患者のなかに、非常にゆっくりとしか症状の進行を

示さない一群が存在し、そのなかには ASD が含まれている可能性が示唆された。臨床研究から

は、ASD の特性を有する患者が退職などのイベントやそれによる抑うつを経験することによっ

て、不適応が生じ、その結果として ASD の特性が修飾されると考えられたが、今後の更なるデ

ータの蓄積が必要である。 

（英文） 

The purpose of the study was to investigate the relationship between autistic spectrum 

disorder (ASD) and frontotemporal dementia (FTD). Reviews of the literatures indicates 

that there are no conclusive results about the relationship, but our clinical data indicated 

that some patients with ASD traits who had an experience of stress events, developed 

maladaptive social behavior looks like a behavior variant of FTD.     
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